
第
十
六
回
統
一
地
方
選
の
前
半
戦
と
な
る
十
三
都
道
県
知
事
選
、
札
幌
、
静
岡
、
浜
松
、
広
島
の
四
政
令
市
長

選
、
茨
城
、
東
京
、
沖
縄
を
除
く
四
十
四
道
府
県
議
選
、
静
岡
、
北
九
州
を
除
く
十
五
政
令
市
議
選
が
八
日
、
投
開

票
さ
れ
る
。
投
票
は
同
日
午
前
七
時
か
ら
一
斉
に
始
ま
り
、
離
島
な
ど
を
除
い
て
午
後
八
時
に
締
め
切
ら
れ
る
。
知

事
、
政
令
市
長
選
は
深
夜
ま
で
に
大
勢
が
判
明
し
、
議
員
選
は
九
日
未
明
に
議
席
が
確
定
す
る
見
通
し
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

安
倍
政
権
下
で
初
め
て
行

わ
れ
る
全
国
規
模
の
選
挙

で
、
生
活
実
感
が
伴
わ
な
い

と
さ
れ
る
景
気
回
復
の
中
、

「
格
差
」
是
正
や
財
政
再
建

な
ど
の
問
題
に
対
す
る
有
権

者
の
判
断
が
注
目
さ
れ
る
。

各
党
は
夏
の
参
院
選
に
向
け

た
前
哨
戦
と
位
置
付
け
て
い

る
。

知
事
選
は
北
海
道
、
岩

手
、
東

京
、
神

奈

川
、
福

井
、
三
重
、
奈
良
、
鳥
取
、

島

根
、
徳

島
、
福

岡
、
佐

賀
、
大
分
で
実
施
。
う
ち
北

海
道
、
岩
手
、
東
京
、
神
奈

川
、
福
岡
は
自
民
、
民
主
の

推
薦
、
支
援
候
補
に
よ
る
激

戦
と
な
っ
て
い
る
。

道
府
県
議
選
は
総
定
数
二

千
五
百
四
十
四
に
対
し
、
四

百
十
六
人
の
無
投
票
当
選
者

を
除
く
三
千
三
百
五
十
七
人

が
残
る
二
千
百
二
十
八
議
席

を
争
う
。

一
九
七
三
年
に
失
跡
し
た

北
海
道
出
身
で
埼
玉
県
上
福

岡
市
（
現
ふ
じ
み
野
市
）
の

主
婦
渡
辺
秀
子
さ
ん＝

失
跡

当
時（
３２
）＝

の
子
供
二
人
の

拉
致
疑
惑
で
、
拉
致
前
に
渡

辺
さ
ん
と
子
供
が
別
々
に
監

禁
さ
れ
て
い
た
疑
い
が
あ
る

こ
と
が
七
日
、
警
察
当
局
の

調
べ
で
分
か
っ
た
。

北
朝
鮮
工
作
員
の
女（
５９
）

が
主
導
し
た
と
み
ら
れ
、
警

察
当
局
は
経
緯
を
調
べ
る
と

と
も
に
、
渡
辺
さ
ん
の
消
息

を
捜
査
し
て
い
る
。

渡
辺
さ
ん
は
七
三
年
、
工

作
員
だ
っ
た
在
日
朝
鮮
人
の

夫
が
北
朝
鮮
に
渡
っ
た
た

め
、
長
女
敬
美
ち
ゃ
ん＝

同

（
６
）＝

と
長
男
剛
ち
ゃ
ん＝

同（
３
）＝

を
連
れ
、
夫
の
勤

務
先
の
貿
易
会
社
「
ユ
ニ
バ

ー
ス
・
ト
レ
イ
デ
ィ
ン
グ
」

（
東
京
都
品
川
区
）
付
近
で

尋
ね
回
っ
た
。

同
社
幹
部
の
女
工
作
員
が

渡
辺
さ
ん
に
接
触
。
女
の
指

示
で
、
実
行
役
の
工
作
員
が

目
黒
区
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に

親
子
を
監
禁
し
た
と
み
ら
れ

る
。

同
社
関
係
者
の
証
言
で

は
、
親
子
は
別
々
に
監
禁
さ

れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
ほ

か
、
渡
辺
さ
ん
は
翌
七
四
年

三
月
ま
で
は
監
禁
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

同
社
関
係
者
は
「
渡
辺
さ

ん
は
殺
害
さ
れ
た
」
と
し
て

お
り
、
遺
体
遺
棄
に
つ
い
て

も
証
言
が
得
ら
れ
た
が
、
遺

体
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

子
供
二
人
は
七
四
年
夏
、

福
井
県
か
ら
工
作
船
で
北
朝

鮮
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
、
こ

れ
以
前
に
も
移
送
計
画
が
あ

っ
た
が
、
断
念
し
た
。

女
工
作
員
は
渡
辺
さ
ん
の

夫
の
後
を
継
い
で
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
一
連

の
監
禁
・
拉
致
に
も
深
く
関

与
。
五
、
六
人
の
実
行
役
に

指
示
し
た
と
み
ら
れ
る
。

女
工
作
員
は
北
朝
鮮
に
渡

り
、
生
存
し
て
い
る
と
み
ら

れ
、
警
察
当
局
は
親
子
を
引

き
離
し
て
子
供
だ
け
を
拉
致

し
た
経
緯
を
調
べ
、
逮
捕
状

請
求
や
国
際
手
配
を
視
野
に

捜
査
を
続
け
て
い
る
。

統統
一一
選選
前前
半半
戦戦
、、きき
ょょ
うう
投投
開開
票票

知
事
選
、深
夜
ま
で
に
大
勢
判
明

親
子
を
別
々
に
監
禁

女
工
作
員
の
関
与
捜
査

２
児
拉
致
疑
惑
で
警
察
当
局

赤、ピンク、黄色と花盛り
東北の桃源郷－福島市・花見山

「
桃
源
郷
」
の
名
で
知
ら
れ
る
福
島

市
の
花
見
山
で
は
、
花
桃
や
桜
の
花
な

ど
が
開
花
し
、
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い

る
。
花
見
山
は
花
木
の
栽
培
農
家
が
私

有
地
の
山
に
植
樹
し
て
つ
く
り
上
げ
た

私
設
公
園
で
、
一
般
に
無
料
開
放
し
て

い
る
も
の
。
桜
が
咲
く
こ
の
時
期
に

は
、
全
国
か
ら
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ

る
。七

日
の
福
島
は
、
晴
れ
後
曇
り
の
天

気
で
、
午
前
中
は
気
温
も
上
が
り
、
一

気
に
開
花
が
加
速
し
た
。
梅
や
桜
、
花

桃
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
な
ど
園
内
に
植
え
ら

れ
た
約
二
十
種
の
花
木
が
、
赤
や
ピ
ン

ク
、
黄
色
と
色
と
り
ど
り
に
咲
き
競
う

さ
ま
は
ま
さ
に
桃
源
郷
。
若
者
や
家
族

連
れ
、
年
配
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
幅
広
い

年
齢
層
の
人
々
が
訪
れ
、
花
を
バ
ッ
ク

に
記
念
撮
影
を
す
る
な
ど
し
て
楽
し
ん

で
い
た
。

今
年
は
福
島
市
の
市
制
百
周
年
で
も

あ
り
、
市
も
周
辺
の
遊
歩
道
を
初
整
備

す
る
な
ど
、
花
見
山
を
観
光
資
源
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
市

観
光
課
の
佐
藤
さ
ん
は
「
花
見
を
楽
し

ん
で
、
気
持
ち
良
く
帰
っ
て
も
ら
え
た

ら
」
と
話
し
て
い
る
。

菅
義
偉
総
務
相

今
後
四

年
間
、
地
方
自
治
を
委
ね
る

代
表
者
を
選
出
す
る
今
回
の

選
挙
は
、
地
方
自
治
の
針
路

を
方
向
付
け
、
国
全
体
の
動

向
を
展
望
す
る
重
要
な
意
味

を
持
つ
。
す
べ
て
の
有
権
者

が
積
極
的
に
投
票
に
参
加

し
、
主
権
者
と
し
て
の
自
覚

を
持
っ
て
一
票
を
行
使
す
る

こ
と
に
よ
り
、
わ
が
国
の
地

方
自
治
が
ま
す
ま
す
健
全
に

発
展
す
る
こ
と
を
願
う
。

主
権
者
の
自
覚
持

ち
１
票
行
使
を

７
日
の
全
日
本
選
抜
柔

道
体
重
別
選
手
権
男
子
６０

㌔
級
決
勝
、
野
村
忠
宏（
ミ

キ
ハ
ウ
ス
）
と
福
岡
政
章

（
綜
合
警
備
保
障
）
の
試

合
は
ビ
デ
オ
判
定
で
勝
敗

が
決
ま
っ
た
。

全
日
本
柔
道
連
盟
は
こ

れ
ま
で
ビ
デ
オ
判
定
を
試

行
し
て
き
た
が
、
３
月
に

正
式
導
入
を
決
め
て
か
ら

適
用
さ
れ
た
の
は
初
め

て
。野

村
が
延
長
で
組
み
際

の
大
外
刈
り
を
掛
け
る

と
、
福
岡
が
返
し
技
で
対

抗
。
野
村
の
体
は
完
全
に

返
っ
て
い
た
が
、
ほ
ぼ
同

時
に
福
岡
も
腰
か
ら
崩
れ

た
よ
う
に
見
え
た
。

主
審
は
福
岡
に
「
技
あ

り
」、副
審
は
１
人
が
野
村

に
「
効
果
」、も
う
１
人
が

両
者
ポ
イ
ン
ト
な
し
と
三

者
三
様
の
判
定
。
審
判
委

員
が
ビ
デ
オ
を
検
証
し
、

野
村
の
「
効
果
」
が
認
め

ら
れ
た
。

川
口
孝
夫
全
柔
連
審
判

委
員
長
は
篠
原
信
一
（
現

天
理
大
監
督
）
が
シ
ド
ニ

ー
五
輪
男
子
１
０
０
㌔
超

級
決
勝
で
敗
れ
た
際
、
誤

審
と
騒
が
れ
た
例
を
挙

げ
、
「
ビ
デ
オ
判
定
が
あ

っ
て
よ
か
っ
た
。
一
つ
間

違
え
ば
篠
原
問
題
の
よ
う

に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。

（
１６
面
に
関
連
記
事
）

イ
ラ
ク
の
マ
リ
キ
首
相
が

八
日
午
後
、
日
本
政
府
の
招

き
で
来
日
し
、
九
日
に
安
倍

晋
三
首
相
と
会
談
す
る
。
安

倍
首
相
は
、
イ
ラ
ク
復
興
支

援
特
別
措
置
法
の
二
年
延
長

方
針
を
説
明
し
、
イ
ラ
ク
側

と
「
長
期
的
・
戦
略
的
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
」
を

確
認
し
た
い
考
え
。
将
来
の

イ
ラ
ク
の
安
定
を
見
据
え
、

世
界
三
位
の
埋
蔵
量
を
誇
る

同
国
の
石
油
資
源
確
保
に
布

石
を
打
つ
狙
い
も
あ
る
。

マ
リ
キ
首
相
の
訪
日
は
初

め
て
。
日
本
は
イ
ラ
ク
に
対

し
、
自
衛
隊
に
よ
る
人
的
支

援
に
加
え
莫
大
（
ば
く
だ

い
）
な
経
済
支
援
も
行
っ
て

い
る
。
日
本
が
表
明
し
た
五

十
億
㌦
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は
米
国
に
次
ぐ

額
で
、
六
十
億
㌦
の
債
務
削

減
額
は
世
界
最
大
だ
。

し
か
し
、
当
の
イ
ラ
ク
は

戦
争
後
の
混
乱
か
ら
抜
け
出

せ
ず
、
原
油
生
産
は
上
向
か

な
い
。
戦
争
前
の
二
○
○
○

年
に
日
量
二
百
八
十
万
!
だ

っ
た
産
油
量
は
、
○
六
年
九

月
時
点
で
も
二
百
万
!
程
度

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
両
国
は
首
脳
会
談
に
併

せ
て
、
原
油
輸
出
施
設
復
旧

な
ど
の
た
め
の
円
借
款
の
交

換
公
文
に
署
名
す
る
予
定

だ
。

ま
た
、
日
本
政
府
は
、
先

月
下
旬
に
イ
ラ
ク
の
シ
ー
ア

派
、
ス
ン
ニ
派
、
ク
ル
ド
人

の
有
力
者
を
日
本
に
招
き
、

東
京
や
広
島
で
「
イ
ラ
ク
国

民
融
和
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く

な
ど
安
定
化
に
向
け
た
独
自

の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

し
か
し
、
同
国
の
治
安
情

勢
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
を
中
心
に

依
然
厳
し
く
、
民
間
企
業
が

活
動
で
き
る
に
は
程
遠
い
状

況
だ
。
こ
の
た
め
安
倍
首
相

は
会
談
で
、
引
き
続
き
復
興

に
協
力
す
る
方
針
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
治
安
回
復
に
向

け
た
イ
ラ
ク
側
の
努
力
を
強

く
促
す
考
え
だ
。

日 本

石石
油油
資資
源源
確確
保保
へへ
布布
石石
もも

端
午
の
節
句
に
向
け
、

こ
い
の
ぼ
り
の
名
産
地
、

埼
玉
県
加
須
市
で
は
製
造

が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い

る
。同

市
内
で
も
唯
一
、
手

書
き
に
よ
る
伝
統
工
法
を

守
っ
て
い
る
「
橋
本
弥
喜

智
商
店
」
で
は
、
橋
本
隆

社
長
ら
八
人
の
職
人
が
大

忙
し
。
木
綿
の
生
地
に
顔

料
で
色
付
け
し
て
は
乾
か

す
と
い
う
工
程
を
丹
念
に

繰
り
返
す
た
め
、
一
体
完

成
さ
せ
る
の
に
二
カ
月
以

上
要
す
る
こ
と
も
。

同
社
長
は
「
子
供
の
健

や
か
な
成
長
を
願
う
家
族

の
き
ず
な
の
象
徴
と
し

て
、
い
い
こ
い
の
ぼ
り
を

作
っ
て
い
き
た
い
」
と
張

り
切
っ
て
い
る
。

イ
ラ
ク
首
相
き
ょ
う
来
日

こ
い
の
ぼ
り
作
り
が
ピ
ー
ク

Ｄ
Ｖ
法
改
正
案
、電
話
・
メ
ー
ル
禁
止

東
テ
ィ
モ
ー
ル
、あ
す
初
の
大
統
領
選

自
動
車
各
社
、増
え
る
海
外
先
行
発
売

国
連
温
暖
化
報
告
／
大
げ
さ
で
は
な
い
地
球
の
危
機
（
社

説
）

野村の優勝は
初のビデオ判定

!
!
埼
玉
県
加
須
市

選抜体重別柔道

【
ワ
シ
ン
ト
ン
６
日
時

事
】
米
国
防
総
省
ミ
サ
イ
ル

防
衛
局
は
六
日
、
ハ
ワ
イ
・

カ
ウ
ア
イ
島
に
配
備
し
た
ミ

サ
イ
ル
迎
撃
シ
ス
テ
ム
、
戦

域
高
高
度
広
域
防
衛
（
Ｔ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ｄ
）
ミ
サ
イ
ル
の
実
験

を
行
い
、
成
功
し
た
と
発
表

し
た
。

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
は
北
朝
鮮
な

ど
の
短
・
中
距
離
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
迎
撃
を
想
定
し
て
開

発
さ
れ
た
も
の
で
、
降
下
段

階
に
あ
る
敵
ミ
サ
イ
ル
を
撃

破
す
る
。

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
関
連
の
実
験

成
功
は
三
回
目
で
、
ハ
ワ
イ

の
基
地
で
の
実
験
成
功
は
今

年
一
月
に
続
き
二
度
目
。
ミ

サ
イ
ル
防
衛
局
当
局
者
は

「
二
○
○
九
年
ま
た
は
一
○

年
の
実
戦
配
備
を
予
定
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

開
発
を
担
当
し
て
い
る
ロ

ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
社
は

声
明
で
、
「
迎
撃
実
験
は
す

べ
て
の
目
的
を
達
成
し
た
」

と
強
調
。
「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
の

精
密
さ
を
示
し
て
お
り
、
Ｔ

Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
に
よ
っ
て
部
隊
の

防
衛
能
力
が
向
上
す
る
こ
と

を
証
明
し
た
」
と
し
て
い

る
。

米 国

ミ
サ
イ
ル
迎
撃
実
験
に
成
功

０９
年
に
も
配
備

北
の
短
・
中
距
離
想
定

５ ３７

５０

３０

５０

５０

「
又
花
の
雨
の
虚
子
忌
と
な
り
し

か
な
」
（
高
浜
年
尾
）
。
き
ょ
う
は

昭
和
三
十
四
（
一
九
五
九
）
年
に
亡

く
な
っ
た
俳
人
・
高
浜
虚
子
の
忌
日

に
当
た
る
。
ち
ょ
う
ど
今
時
は
桜
の

花
の
散
る
季
節
で
、
い
か
に
も
花
鳥

諷
詠
（
ふ
う
え
い
）
を
提
唱
し
た
虚

子
に
ふ
さ
わ
し
い
と
も
い
え
る
▼

「
願
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
死
な
ん
そ
の
き
さ
ら

ぎ
の
望
月
の
頃
」
（
西
行
）
。
そ
の
あ
た
り
は
、
芭

蕉
が
尊
敬
し
た
歌
人
・
西
行
が
、
桜
の
季
節
に
死
ぬ

こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
と
一
脈
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

る
▼
虚
子
は
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
、
愛
媛
県
松

山
に
生
ま
れ
、
正
岡
子
規
に
師
事
し
て
俳
壇
興
隆
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。
俳
句
の
み
な
ら
ず
文
章
に

も
長
け
、
小
説
、
エ
ッ
セ
ー
な
ど
も
書
い
て
い
る
▼

人
材
を
抜
擢
す
る
目
も
あ
り
、
夏
目
漱
石
が
作
家
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
虚
子
の
推
薦
で
「
吾
輩
は
猫

で
あ
る
」
を
俳
誌
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
連
載
し
た
こ

と
に
よ
る
▼
「
土
佐
日
記
懐
に
あ
り
散
る
桜
」
（
虚

子
）
。
虚
子
の
俳
句
に
は
、
凛
（
り
ん
）
と
し
た
明

治
人
ら
し
い
折
り
目
の
正
し
さ
が
あ
る
と
同
時
に
、

剛
胆
な
表
現
で
独
自
の
句
境
を
開
拓
し
た
。
「
去
年

今
年
（
こ
ぞ
こ
と
し
）
貫
く
棒
の
如
き
も
の
」
と
い

う
句
な
ど
は
、
そ
の
剛
胆
な
例
だ
ろ
う
▼
俳
句
は
日

本
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
に
通
じ
る
韻
文
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
俳
句
を
通
し
て
の
国
際
交
流
も
盛
ん

だ
。
日
本
独
特
の
詩
形
で
あ
る
俳
句
が
、
果
た
し
て

外
国
人
に
理
解
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
が
、

そ
の
詩
心
は
世
界
共
通
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

空所に入る単語はどれでしょう。

Three removals are as ( ) as a fire.
（引っ越し三度は丸焼け同然）

１）costly ２）bad ３）troublesome
（答えは３面に掲載）
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